
 

                                令和６年５月１１日 

兵庫県立姫路聴覚特別支援学校 

   進路指導部 発行 

                                          

 

新年度がスタートして、約１ヶ月が過ぎました。進路指導部では、今年度も進路の情報をお

伝えする「進路だより」を発行していきます。今年度皆さんの進路指導を担当するのは、高等

部は井村・寺前・鈴木真、中学部は栗山・土井、小学部は堀田の合わせて６名です。進路行事

の企画・運営、進路開拓、進路情報の収集などを行い、皆さん一人ひとりの進路実現のために

積極的に進路情報の提供に努めていきます。 

 さて、今年度最初の行事は進路懇談会と高等部３年生の進路相談でした。講演会には高等部

の生徒・保護者の他、中学部３年生の生徒も参加しました。講演等の詳細は、以下の報告をご

覧下さい。また、講演後は高等部３年生の生徒がそれぞれ進路相談を行いました。各居住地管

轄の職業安定所の指導官に直接来校頂き、改まった雰囲気の中、それぞれの希望の職種や勤務

地を担当者に真剣に伝えていました。 

 

 

 

 

 進路懇談会の講話Ⅰは、姫路公共職業安定所（ハローワーク姫路）の主任就職促進指導官 

 北川ひろ子様より、『卒業後の就職に向けて』という演題でお話をしていただきました。 

 

１． ハローワーク（公共職業安定所）とは、どんなところ？ 

・仕事に就きたい「人」と企業の「仕事」を結びつける国の機関。 

・仕事を探している人や、仕事をしてくれる人 

 を探している会社の人が利用。 

 

 

 

 

 

求人情報の検索や、就職相談、

雇用保険（失業給付）の 

手続きなどを行っています。 



 

２． 最近の雇用状況 

（１） 有効求人倍率（令和６年２月末現在） 

兵庫県･･･有効求人倍率１.０３倍（仕事を探している人 100 人に対して、 

     103 人分の求人（仕事）がある、ということ。） 

 （２）高校生の就職状況（令和６年２月末現在） 

 兵庫県の状況  求人数 16,830 人、就職希望者数 3,859 人、就職内定率 98.0％ 

（３）ハローワーク姫路管内の雇用状況 

 令和４年度 新規登録者 984 人、就職者数 433 人（うち聴覚障害者 16 人）  

 

３． 「働く」のに必要なことは？ 

まず、みなさんが「働きたい」という強い気持ちを持つことと、会社から 

「働きに来てください（＝採用します）」と言ってもらうことが必要です。 

  

 

 

 

 

  この３つを続けることができる人に、会社は「採用します。」と言ってくれます。 

 

４． 学校生活において取り組むこと。 

 

 

 

 

 

  この３つができれば、実習に行ってもしっかり頑張ることができます。 

 

５． 学校と会社の違いは？ 

 学校では休んでも他の人に迷惑はかかりませんが、会社では他の人に大きな迷惑がかかりま

す。働くときには、自分の体調や生活面の管理も大切になってきます。職場実習の機会な

どもあると思うので、真剣に実習に取り組みましょう。 

＜どんな人が「採用します」と言ってもらえるのか。＞ 

 ○ 指示されたことを理解し、それを実行できる人。 

 ○ 一生懸命、仕事に取り組むことができる人。 

 ○ 遅刻をしない人。 

＜次の３つを、毎日、くり返し頑張って下さい。＞ 

 ○ 指示されたことをしっかり理解し、それを実行すること。 

 ○ 毎日一生懸命、手を抜かずに授業をうけること。 

 ○ 毎日時間までに登校し、遅刻や欠席をしないこと。 



 

講話Ⅱは、株式会社エス・アイの代表取締役 

今本茂男様より『姫路聴覚特別支援学校の皆さ 

んへ』という演題でお話いただきました。まず 

はじめに広報担当の梶原有加様から会社の歴史 

や仕事の概要等についての説明をして頂いた後、 

今本様から生徒や保護者の皆さんに向けて、進 

路に関する具体的なアドバイスを頂きました。 

１．会社の紹介 

 エス・アイは平成３年に姫路市に設立された、コンピュータ情報処理の会社です。データ入

力からＷｅｂデザインまで、幅広く業務を行っています。障害者や高齢者もたくさん働いてお

り、「だれもが働きやすい職場」を実現しています。その企業努力や先進性が評価されてマスコ

ミからも多くの取材を受けるようになり、平成２５年には経済産業省より「ダイバーシティ企

業１００選」に選出され、また平成２８年には内閣府より「内閣総理大臣表彰」を受賞するな

ど、数々の表彰を頂いています。 

２．自由な働き方 

 エス・アイで働く人は、社員みんなが自分で働き方を決めています。時代に先駆けるかたち

で自由出勤と全員時間給の制度を実現し、「仕事と家庭の両立」は、社員が各自で自覚を持って

管理しています。 

３．経営者の立場から 

 仕事をするためには、学力や体力以外にも、長く継続する力（続ける力）が必要です。 

  

 

 

 

 

  

 

  

 エス・アイでは、面接のときだけではその人の特徴（得意なことや苦手なこと、人柄など）

はよくわからないことが多いので、まずは実際に働いてもらう方法を採っています。その上で

働きぶりなどをよく見て、どのような仕事をしてもらうかを考えるようにしています。 

＜仕事をしていく上で必要なことは？＞ 

 ○ 毎日続ける力を身につける。 

  → 入社試験のときだけ頑張ってもダメ。 

    それを長く続けていくことが大切。 

 ○ 人の話をしっかり聞く。 

  → 話を聞く姿勢も大切。社会人のマナーとして、 

    失礼のないように。 



 

４．みなさんに伝えたいこと 

   

 

 

 

 

 

 

 

 これは、保護者の方々にもお願いします。会社や学校で教えるべきこととは別に、マナーな

どの基本については、家庭で身につける部分もあると思います。ご家庭のご協力もよろしくお

願いします。 

 

 

 

○ 将来どうしようか不安でしたが、ハローワークの方の話を聞いてほっとしました。また、

エス・アイの方の話を聞いて、大人になってもマナーに気を付けて仕事を頑張りたいと思いま

した。色々教えて頂いて、ありがとうございました。 

○ 学校と会社は違うので、まず学校で色々練習して、社会人になっても大丈夫なようにした

いです。エス・アイの方の話で、たくさんの人が一緒に働くことは良いことだなあと思いまし

た。私もこれから色々仕事を探して頑張りたいと思いました。 

○ 仕事に就くためには時間を守って、休まないことが大事だとわかりました。また実習のと

きには、自分がその仕事に必要な力を持っているかを見られるということもわかりました。 

○ 進路を実現するために、決められたルールを守る、時間を守る、などの当たり前のことを

大切にして、自分の夢に少しでも近づけるようにしたいと思いました。 

○ 今日聞いた話を、今後の進路に活かしていきたいと思いました。今からでもできることを

少しずつでもやっていきたいです。 

○ 就職するためには、働きたいという気持ちが会社の人に伝わるようにしなければ採用され

ないということがわかった。 

○ 社会では、相手から信頼されることが大事だとわかりました。コミュニケーションをしっ

かりとって、礼儀正しく、ということを少しずつでもできるようにしていきたい。 

＜学校生活でしておくべきことは？＞ 

 ○ 気持ちのいい挨拶をする。 

  → 挨拶ひとつで、相手の気持ちも良くなる。相手の 

    ことを考える、気配りのできる人になってほしい。 

 ○ 日誌を書く。 

  → 会社では、報告書や作業日報（日誌）を書くことが 

    多い。学校でも普段から日誌をしっかり書くこと。 



 

○ 障害を持った人がどんな内容の仕事をしているか気になっていたので、それを知ることが

できて良かった。困ったときには周りの人に相談する、分からないことやできないことは正直

に相手に伝える、ということを大切にしていきたい。 

○ 就職には仕事の体験をして、進路選択に活かすことも必要だとわかりました。学力、体力、

コミュニケーション力が大切で、出欠状況を問われても大丈夫なように、不要な欠席をできる

だけしないようにしたいです。 

  ご講演いただきました北川様、今本様、梶原様、ありがとうございました。 

 

 

 

○ ハローワークの北川様のお話はとてもわかりやすかった。エス・アイの今本様のお話もと

ても良かったです。経営方針が素晴らしいと思いました。私も勉強になりました。 

○ エス・アイに興味があり出席しました。聞いていた通りの会社で、いいと思いました。子

どもはまだ小学部なのでまだまだ先ですが、今後の参考にしていきたいと思います。高等部の

卒業後は進学より就職が多いのも驚きました。進学するなら学校だけでは学習が足りないこと

なども知れてよかったです。 

○ 貴重な話をありがとうございました。子どもと進路の話をするときに、なかなか想像がで

きないようで、少し困っていました。今日、会社の方から実際の話を聞けて、少しはイメージ

がわいたかなと思います。またこのような機会があれば有難いです。 

○ 経営者の話を中３、高１から聞ける機会があり、よい企画だと思った。 

○ 他の企業からの話も聞ける機会がほしい。進路（就職・進学）の講演会を増やしてほしい。 

○ 就職するために家庭でもできることを教えて頂きました。ぜひ参考にしたいと思います。 

○ 支援学校の就職先について、本校だけでなく他の学校のことも教えてほしい。 

 

    お忙しい中、ご参加いただきました保護者の皆様、 

                 ありがとうございました。 

     

  ※ 保護者の皆様からは今回、感想の他に「市役所などの障害者求人についても教えて 

   ほしい」などの質問を頂いています。今年度も昨年と同様、「進路だより」の場を借り 

   て、少しずつお答えしていきたいと考えていますので、よろしくお願いします。また 

   進路に関する質問などありましたら、遠慮なく進路指導部までお寄せください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 体育館での講話のあと、会議室で進路相談（職業相談）を行いました。就職希望の生徒向け

に、今年は姫路職安と龍野職安の担当官にご来校いただきました。また進学希望の生徒向けに

は、教室で進学担当教員よりの進路説明を行いました。 

   お越しいただいた担当官の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● ４月１５日（月）～     高等部進学希望者の補習開始               

● ５月２５日（土）     高３生 大学共通テスト模試（マーク） 

● ６月２９日（土)      高１・２・３年 進学希望者の総合学力模試（記述） 

● ７月 ８日（月）～１２日（金）  就業体験 高２・３年 校内実習 高１年 

● ７月１０日（水）～１２日（金）  中２・３年 わく・ワーク体験 

☆ 就職希望の高３生は随時、実習が入ってきます。  

●１０月２２日（火）～２５日（金）  就業体験 高１・２年（就職希望者） 

●１１月 ２日（土）     高１・２・３年 進学希望者の総合学力模試（記述） 

● １月１８日（土）     高１・２年 進学希望者の総合学力模試（記述） 


